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THE SERVICE CLUB OF YMCA 

THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S 

CLUB 

THE Y’S MEN’S CLUB OF SAPPORO 

CHATERED IN 

NOVEMBER 21,1955 

c/o YMCA 
MINAMI 11 NISHI 11 
CUO-KU SAPPORO 
〒064-0811 
011(561)5217 

― 主 題 ― 

國際会長      

アジア会長     

東日本区理事  

北海道部部長    

札幌クラブ会長  

 

札幌クラブ役員 

会 長  伏木 康 

書 記  柴田 伸俊 

会 計  秋葉 聡志 

直前会長 柴田 伸俊 

 

JenniferJones  (オーストラリア) 

田中 博之（東日本） 

山田 敏明（十勝） 

宮崎 善昭（札幌） 

伏木 康 （札幌） 

 

LT (Leadership Training) リーダーシップトレーニング 

 

２０２０年４月 

２０２０年２月例会     在籍会員 ８名   例会出席 ６名   メネット 0名    メーキアップ ０名 

出席報告       ゲスト １名    ビジター 0名    出席者合計 ７名     出席率  ８８％ 

 

 今月の聖句 

「Building today for a better future」 

「Action」 (アクション) 

「勇気ある変革 愛ある行動」 

「日々新たな者としてYMCAと共に歩もう」 

「手を取り合って」Let Us Cling Together 

 

 

 

イエスが舟に乗り込まれると、弟子たちも従った。そのとき、湖に激しい嵐が起こり、船は
波にのまれそうになった。イエスは眠っておられた。弟子たちは近寄って起こし、「主よ、
助けてください。おぼれそうです」と言った。イエスは言われた。「なぜ怖がるのか。信仰
の薄い者たちよ。」そして、起き上がって風と湖とをお叱りになると、すっかり凪になった。 

マタイによる福音書 ８章 23 節～26 節 
 

  

巻頭言  YMCA SKI CAMP のサステナビリティ  会長 伏木 康
 

今やニセコは国際的なリゾートになってい

るが、50 年ほど前のニセコワイスは YMCA 専

属のスキー場かと思うくらい、自由にシュプー

ルを描けた。今シーズンは雪不足が顕著で、冬

休みになっても日帰りコースのスキー場がオ

ープンせず、より遠くのスキー場への変更を余

儀なくされた。 また、シーズン後半もコロナ

ウィルスの影響で 3 月以降、すべてのスキープ

ログラムが中止になってしまった。  

札幌市は 2030 年の冬のオリンピックの誘致

に取り組んでいる。 今シーズンは残念の結果

であったが、来シーズンのスキーキャンプは多

くの子供たちに参加してもらい、オリンピック

選手を輩出する夢を見たい。   一方、雪解

けシーズンでは、融雪による川の氾濫という自

然災害も年々増えているような気がする。 ゴ

ールデンウイークに春スキーができななるこ

とのないよう SDGs の Goal 13 にも取り組んで

いく必要がある。 
 

SDGs の Goal 13

は「気象変動に具体的

な対策を」である。 大

人たちの取組が不十分

だったのか、2003 年生

まれのグレタ・トゥー

ンベリさんの訴えが話

題になり、今年の TIME

誌の person of the 

year に選ばれた。 

私が小学生の頃、日帰りの YMCA のスキー

スクールは札幌市中央区の盤渓スキー場を使

用しており、土曜日に授業が終わって午後から

通うこともあった。 当時は札幌オリンピック

開催前後で選手たちが滑った手稲山のクラス

も人気があった。 

上達してくると、近隣の日帰りでは満足でき

なくなって、ニセコアンヌプリやルスツの宿泊

コースに参加した。 ニセコワイスで深雪を滑

った時のパウダー状の雪が顔に 

かかって前が見えなくなるホワ 

イトアウトの快感は今も忘れら 

れない。   
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新型コロナウィルスの感染拡大は、世界中で今まで

経験したことのない不安を引き起こしています。自然

の力（ウイルス）に対して、人間の力の限界にさえ思

える現実の前に、どうしたらいいのだろうという不安

の毎日かと思います。しかし、このような状況の中だ

からこそ、冷静に考えて、正しく怖がり行動していき

ましょう、自分のことだけでなく周りの人のことを考

えて前向きに生きていきましょう、というメッセージ

を伝えていきたいと考えています。 
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日時： 2020 年 3 月 24 日（火）19:00～20:00 

出席者： 秋葉、北川、柴田、中田、宮﨑 

1. 時計台コンサートについて： 

3月 17日実施予定の安田文子会員の「時計台

コンサート」は新型コロナウイールス蔓延防止

のため中止致した。 

２．４月例会１週延期 

 ４月２１日（火）の４月例会は１週延期し、

４月２８日（火）に実施する。卓話講師は招か

ず、メンバースピーチ＋YMCAスタッフスピーチ

で行う。スタッフの人選は北川さんに依頼する。 

３．今後の延期が決まった行事 

チャリティラン 時期未定 

北海道部役員研修会 23日に延期 

（後日の連絡で「中止」と決定。 

５． にこにこ 1分間スピーチ  

中田会員より提案があり、今後の例会から実

施することになった。 

 
 

 

日時： 2020 年 4 月 28 日(火) 18:30～20:30       

場所： 北海道ＹＭＣＡ 101 教室 

札幌市中央区南 11 条西 11 丁目 

     電話 011-561-5217  

会費： 1,000 円  
 

プログラム： 

             司会  柴田 伸俊 

⓵ 開会点鐘      会長  伏木 康  

⓶ ワイズソング・ワイズの信条 全 員 

③ 今月の聖句         秋葉 聡志 

④ 誕生日     なし 

⑤ 結婚記念日    

4 月 ９日 伏木 康、恵美子 

4 月１５日 小野 健、エリナ 

４月１６日 中田 靖泰、千鶴 

４月２９日 柴田 伸俊、邦子 

 

⑥ 卓話  
 
     出席者全員 
 
⑦１分間スピーチ（卓話と同じ） 出席者全員 

⑧ 諸報告           各担当者 

⑨ ＹＭＣＡ報告   担当主事 北川佳治 

 

⑩ 今月の歌 

 

「 朧月夜」 

菜の花畑に入日うすれ） 

 

⑪ 閉会点鐘   会長  伏木 康 
 

 

 

３月事務会報告 

３月例会報告 

 

 

 

 

２月例会報告 

日時： 2020 年 2 月 18 日 (火)  19:00～20:00 

場所： 北海道ＹＭＣＡ 101 教室 

出席者：秋葉、北川、柴田、中田、安田、宮﨑 

 ゲスト 工藤啓司（YMCA ディレクター

ー） 

 

 

 

成都 Y から友情のマスク！ 

  

世界中が新型コロナウイールス（COVID）の猛

威に恐れおののいている時、一足先に勝利宣言

を発表した中国から友情のマスクがなんと

1,100 枚届きました。「コロナの政治利用」では

ありません。YMCA は国、民族、政治を超えた

友情で結ばれています。一日の早くコロナに打

ち勝ち、今度は日本 YMCA が世界を助ける番   

です。同種同文の有難

さ。「守望相助」の意味

はすぐ分かりますね。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

也スタッフに会うことが出来、互いの近況を報告しま

した。他には、昨年まで同じく札幌ブランチで働いて

いた山口葵さんを訪問してきました。山口さんは現在

東京都東村山にあるスポーツクラブＲＯＮＤＯ
ロ ン ド

のフ

ィットネスに勤務しいたのでご報告をており、YMCA

以外のスポーツ施設を見る機会も中々ないので期待

しながら訪問しました。 

競合が少ない地域という事もあり水泳・テニス・ゴ

ルフ・フィットネス・高齢者の運動・24 時間フィッ

トネスなどを行っており、企業理念の中に「地域の皆

様に健康で生き生きとしたライフスタイルを提案す

る」という目指してるものを持っており、「地域のみ

なさま」「健康」「ライフスタイルの提案」など YMCA

と方向性はとてもよく似ている会社だと思いました。  

 今回の研修でお世話になった方々を紹介します。研

修全体として大変お世話になったのは日本 YMCA同盟 

研究所所長の光永さんと研究所担当の杉野さんです。

光永さんはワイズメンズクラブの東日本区の連絡主 

食事に関しては、東山荘での食事は月曜日～金曜日の

研修がある平日は朝・昼・晩の提供がありました。土・

日の研修の無い日の食事は歩いて 10 分のところのコ

ンビニや御殿場市内で食材を購入しラウンジで研究

生皆で食べるなどをして過ごしました。洗濯などは 1

号館にある洗濯機を順番に使いました。 

研究生の紹介 

今回のステップⅡ研修は全国から 8 名が集められ行

われました。8名中 3名はウエルネス事業に携わる方

で他の 5 名は日本語学校や専門学校の学校関係者と

なっています。男女比は男性が 7名、女性が 1名とな

っております。年齢構成は全員が 40代となっており、

年齢的にこんなにまとまる事は珍しいそうです。 

修了レポート 

ステップⅡ研修の締めくくりは修了レポートの発表

となります。修了レポートは研修期間中にテーマを決

定しそのテーマに基づいてレポートを書いていく事

になります。文字数は 20,000 字以上となっており、

単純な計算で言うとＡ4用紙 1枚で 2,000字とすると

10 枚以上となりますが、文字の他に表や写真、グラ

フなどを入れと更に多くなります。（ｐ.4右欄に続く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度、ステップⅡ研

修に参加をさせて頂させ

て頂きます。本来であれ

ば2018年度の参加だった

のですが、昨年 9 月の札

幌会館の諸問題があり参

加を見合わせておりまし

たが、2019 年度にステッ

プⅡ研修への参加の機会

を与えられました。 

日程：2019年 9月 18日（水）～11月 30日（土） 

日数：74日間 

研修場所： ＹＭＣＡ東山荘、在日本韓国ＹＭＣＡ 

各ＹＭＣＡの管理職レベルのスタッフが全国から集

められ、以下の内容について研修し理解を深めました。   

ステップⅡ研修のねらい 

① YMCAミッション理解  

② キリスト教理解 

③ YMCA理解 

④  

⑤ YMCAの歴史 

⑥ 現代社会の課題と地域のニーズ 

⑦ プログラム開発と事業開発 

⑧ 組織運営と管理の学び 

⑨ 人間関係能力の開発と自己理解 

 上記の 8項目について 40ある講座にちりばめて、約

50日間で各講座を 1コマ 90分で 1日４コマで行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修を行った施設は主に 2 ヶ所で先に紹介した通り

ですが、この他にフィールドワークとして、東山荘で

の研修期間中には富士山YMCAエコビレッジや東京ＹＭ

ＣＡ山中湖センターへ訪問に行きました。在日本韓国

ＹＭＣＡでの研修期間中には中野区にあるワールドビ

ジョンジャパンさんの訪問や茨城ＹＭＣＡ、東京ＹＭ

ＣＡ指定管理施設である、芝浦アイランド児童高齢者

交流プラザなどを訪問し研修を行ってきました。   

個人的には東京 YMCA山手センターを訪問し 2年前ま

で東京 YMCAから札幌ブランチに出向していた池田峻 

  北海道ＹＭＣＡｳｴﾙﾈｽｾﾝﾀｰﾃﾞﾚｸﾀｰ 工藤 啓司 

 

中原 綾乃（やのりん） 
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ＹＭＣＡニュース 担当主事 北川 佳治 

 

 

 

 

 

ＹＭＣＡニュース 担当主事 北川 佳治 

 

① 室内サッカー大会（報告） 

2月 23日（日）に札幌ブランチのサッカー及びフッ

トサルクラスのメンバーが集い、室内サッカー大会

（フレンドシップリーグ）が札幌 YMCA体育館にて行

われました。幼児年中から小学 6年生までの少年少女

33名が 1年間の練習の成果を発揮し、果敢なプレイが

随所に見られました。 

札幌ワイズメンズクラブの皆様には、子ども達への

スポーツドリンク、Y’s 特別賞（サッカーボール）並

びに保護者へのコーヒーをご提供いただき、大会をサ

ポートいただきまし 

た。次年度は更に沢 

山の子ども達が集う 

大会にしていきたい 

と思います。（写真 

は Y’s 特別賞を授与 

する柴田副会長） 

⓶ スタッフ研修（報告） 

札幌ブランチでは、2月 14日（金）と 17日（月）

に「大人が変われば子どもも変わる」をテーマにスタ

ッフ研修を行いました。私たちが日々子どもたちと接

する中で、自分たちが子どもたちに何ができるかワー

クショップを用いて学びました。 

その中で、”自分の気持ちを言語化”すること”が大き

な鍵となることが解りました。自分の気持ちを発信す

る際、”iメッセージ”（i =自分”を主語にして話をする

方法）が良いということです。これが、人それぞれ価

値観が異なるとこを知り、お互いを尊重し合う一つの

手立てとして有効である 

ことが解りました。 

しかし、これがまた難 

しいということも同時に 

学びました。まずは、大 

人が発信の仕方を変える 

ことが大切です。子ども 

は、大人の真似をしているにすぎません。大人が変わ

れば、子どもも変わります。まずは、自分が変わろう！

という意識になれた良い機会となりました。 

③ 創立記念日集会中止（お知らせ） 

4月 5日（日）を予定しておりました北海道 YMCA

創立記念日集会ですが、コロナウィルス感染症拡大防

止の措置として今年度は中止と致します。各ブランチ

にて、お祈り（礼拝）の機会を設けて、代替致します。 

④ 新年度プログラム開始（予定） 

4 月 6 日（月）より新年度の各プログラムが開始予

定となります。今後の行政によるコロナウィルス感染

症拡大防止措置の動向により開始日程が変更となる

場合がありますが一日でも早い開始を願っています。 

 

 

（工藤 STEP研修報告： 前ページより続く） 

私は「札幌 YMCA ウエルネス事業の将来構想」と言う

テーマを設定しました。内容は 4 章立てで作成し第 1

章ではウエルネスセンターの施設、プログラム、地域

の現状を説明しています。第 2章ではその現状を踏ま

え施設・財務・地域について課題の抽出を行いました。

第 3章では 2章で上げた課題の解決について提案（仮

設）を表現しました。最後の第 4章では改修後のウエ

ルネスセンターの目指したいところを書きました 

研修で学んだ事 

特に印象に残った物は 2 つあります。1 点は島田恒

先生の講義で「非営利組織の運営」と言う講義があり

私たちは日常の中で「プログラム」「事業」などのよ

うな言葉をよく使いますが、私たち YMCA スタッフ

にとって一番大切なものは「ミッション」であるとい

う事を教えて頂き、再確認をさせて頂きました。 

2 点目はキリスト教講座を担当して頂いた金先生の

講義でした。私は 2018 年度に受洗をしてクリスチャ

ンにはなりたてで、わからない事が多くあります。ク

リスチャンになったら教会の事など理解していない

とならないのでは？とか奨励などをきちんと出来な

くてはならないなどと考えていた自分がいて、とても

プレッシャーに感じていたのですが、金先生は講義の

中でいきなり全部を知ろうと思ってもなかなか難し

い事だとお話しいただきました。まずは日々祈る事か

ら始めたらよいと思いますとお話ししてくださいま

して、気持ちがすごく楽になりました。 

 他には現代社会の課題と地域のニーズの中ではジ

ェンダー理解と社会課題の現場からの学びの中で、Ｌ

ＧＢＴの事についての社会課題や若者や高齢者の貧

困の課題について教えて頂きました。今までは自分事

として考えお話しいただきました。まずは日々祈る事

から始めたらよいと思いますとお話ししてください

まして、気持ちがすごく楽になりました。ていなかっ

たことが現実にある問題として提起して頂き、YMCA

としてもこれからの地域社会を考えて行く上では必

要な要素であるとも感じました。 

最後に 

このステップⅡ研修に送り出して頂いたことに感謝

を致します。秋葉総主事をはじめ、ウエルネスセンタ

ーのスタッフ、この研修のすべての関係者の皆様に感

謝を申し上げたいと思います。今回の研修で苦楽を共

にした研究生 7 名にも感謝すると同時に、この 7 名の

研究生とはこれからの YMCA ライフの中でしっかり

と繋がっていく事がとても大切で、そこからさらにネ

ットワークを広げて行く事がもっと大切と感じてい

ます。本当にありがとうございました。 
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